
1 
 

 

 

「長野市水道事業経営戦略（案）」 

に係る市民意見の募集結果について 
 

１ 市民意見募集の概要  

（１） 募集期間 

 令和４年１月 13 日（木）から令和４年２月３日（木）まで 

（２） 募集方法 

 書面（持参、郵送、ファクシミリ）、電子申請及び電子メール 

（３） 公表方法 

① 記者会見  令和４年１月 12日（水） 

② 広報ながの 令和４年１月号 

③ 市及び上下水道局ホームページ 

（４） 閲覧場所 

上下水道局総務課 外 局施設５箇所、行政資料コーナー、 25 支所 

２ 募集の結果 

（１） 意見提出者  ８名（持参４名、電子メール３名、FAX １名） 

（２） 意見等件数 

計 画 名  件数  

長野市水道事業経営戦略（案）  21 

（３） 案に対する意見等の対応 

対応

区分 
対応方針  件数 

１  計画案を修正・追加する  1 

２  計画案に盛り込まれており、修正しない  8 

３  
計画案は修正しないが、今後の取組において

検討又は参考とする  
1 

４  検討の結果、計画案に反映しない  0 

５  その他（質問への回答や現状説明）  11 

 合    計  21 
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３ 主な意見と局の考え方 

（１） 長野市水道事業経営戦略（案） 

No. 意見要旨  考え方  対応内容 

１ 

【該当箇所】２Ｐ 

10 年近く前に発生した下水道料

金未徴収問題の説明において水道

料割引制度を知り、近隣市でも同じ

ように二重価格があることに驚いた

が、スマートメータによる経費低減

も期待されるので、二重価格廃止

を願う。 

基本料金に一定量を超過した水

量に応じて従量料金を加算して請

求する二部料金制を採用していま

すが、原則として漏水等に関する減

免を除いて、料金の割引は行って

いません。料金水準及び料金制度

については、これからも経営審議会

の中で慎重に検討していきます。 

５ 

その他(質問

への回答や

現状説明) 

２ 

【該当箇所】12Ｐ、31Ｐ 

維持管理、料金徴収の委託につ

いて、労務費は市の職員と同様の

算出をしているのか。同じであれば

作業点検や事務処理による負担額

が大きくなるのでは。 

委託の際の労務費は、市職員の

人件費を基にした算出ではなく、国

が示す単価基準等を基に算出して

おります。  

 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 

３ 

【該当箇所】12Ｐ、31Ｐ 

委託した場合と、そうでない場合

の労務費をそれぞれ示してほしい。

また、材料費、人件費、経費を示し

てほしい。 

経営戦略では詳細な内容までは

示しておりませんが、29Ｐや31Ｐに

お示ししている積算の考え方に基

づいて財政シミュレーションを行っ

ております。 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 

４ 

【該当箇所】12Ｐ、24Ｐ～28Ｐ 

今までの投資のどこが間違って

いたか、どうあらためるかを明確に

してほしい。 

平成28年度に策定した水道施設

整備計画に基づき施設や管路の更

新を実施しています。今回の経営

戦略でも同様の更新計画に基づい

た財政シミュレーションを実施して

おりますが、施設の統廃合や地下

水の利用割合を高めることで更な

るコストダウンを目指す内容として

おります。 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 

５ 

【該当箇所】12Ｐ～14Ｐ、22Ｐ、32Ｐ 

職員数の減少を見据え、民間委

託の推進やデジタル技術の活用を

推進してほしい。また、職員の技術

力低下に備え、技術の継承を進め

るべきである。 

現在も施設の維持管理や料金徴

収など包括委託を行っております

が、ＡＩ等のデジタル技術も活用し、

更なる業務の効率化を図ります。 

また、職員研修の充実や、退職技

術者の再任用などにより、技術の

継承に取り組みます。 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 
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No. 意見要旨 考え方 対応内容 

６ 

【該当箇所】12Ｐ、14Ｐ、25Ｐ、26Ｐ、

32Ｐ 

職員数の減少を見据え、施設統廃

合、少数で管理できる施設への転

換や管路網の縮小化、管理のＡＩ化

などに取り組み、また計画的に人

材を育成していってほしい。 

施設のダウンサイジングや統廃

合について進めるとともに、ＡＩを活

用した浄水場の運転、監視システ

ムの無人化などデジタル技術の導

入についても検討を進めます。また

職員研修の充実、退職技術者の再

任用などにより、技術の継承に取り

組みます。 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 

７ 

【該当箇所】12Ｐ、21Ｐ 

水道施設の余剰能力については、 

統廃合等の施策が必要であり、長

期的には集落が点在する中山間地

域では施設のスリム化を図るなど、

施設の効率的な運営が必要ではな

いか。 

将来の水需要を見通し水道施設

のダウンサイジングや統廃合により

施設の効率化を図ります。 

中山間地域では、将来を見据え

て投資効果の高い基幹的施設の

整備に注力し、それ以外の施設に

ついては修繕などの対応により可

能な限り延命化を図ります。 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 

８ 

【該当箇所】13Ｐ、20Ｐ 

浄水方法が高度浄水処理を名

目として膜ろ過へ移行するようにみ

える。 

基幹的な浄水場では、通常急速

ろ過を主体として浄水処理をしてお

り、今後、地下水化を進めてまいり

ます。ご指摘の膜処理設備につい

ては、主に中山間地域の旧簡易水

道地域において、原水の水質等に

応じて一部採用しております。 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 

９ 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

水源の地下水化について、地下

水水源が犀川流域に偏ってしまう

が、現在広域化を検討している上

田長野地域として考えると、水源は

犀川右岸や、千曲川等に拡大でき

るので、広域化は早期に実施しても

らいたい。 

上田長野地域水道事業広域化

研究会では、上田長野地域（長野

市、上田市、千曲市及び坂城町）の

将来を見据え、水道事業のあり方

を考え、広域化等について検討を

行っております。 

今後広域化によるメリットとデメリ

ットを比較しながら、慎重に検討を

進めてまいります。 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 

10 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

将来の経営や、災害に強い体制

を考慮すると、水道事業の広域化

は必要だが、民営化することなく慎

重に検討をしてほしい。 
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No. 意見要旨 考え方 対応内容 

11 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

県営水道との統合を積極的に進

めてほしい。   

前項と同じ  

12 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

上田地区からの取水は無駄にな

ると思う。 

13 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

以前居住していた地域で、広域

化したにもかかわらず、周辺の地

域よりも結果的に料金が高くなった

ことから、県企業局との広域化に反

対である。 

14 

【該当箇所】14Ｐ 

ＳＤＧｓやＩｏＴには積極的に取り

組んでほしい。新しい取組には、新

たなコストが必要となるが、将来の

環境負荷軽減や、職員数の減少を

見通した上で、先行投資と考えて取

り組んでほしい。 

浄水発生土の有効利用やクリー

ンエネルギーの活用について引き

続き検討するとともに、デジタル技

術の活用等による業務の効率化に

取り組みます。 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 

15 

【該当箇所】14Ｐ、28Ｐ 

小水力発電や屋外広告など、民

間活力を活用した料金以外の収入

の確保や、管理委託の集約化など

によるコスト削減が考えられるので

はないか。また、一時的ではある

が、不要となった資機材、車両等物

品の競売を行って、料金収入以外

の財源の確保も図ってはどうか。 

所有している財産を活用した収

入など、料金以外の収入の確保に

ついて追記します。 

 

１      

計画案を  

修正する 

16 

【該当箇所】14Ｐ 

「デジタル技術の活用により業務

の効率化を目指す」とあるが、i-

Construction の導入研究について

経営戦略に盛り込んでほしい。 

i-Constructionの導入について

は、今後デジタル技術の活用を検

討していく中で、参考にさせていた

だきます。 

※i-Constructionとは・・・ 

国土交通省が進める、ＩＣＴを建設現場に導

入することで、建設システム全体の生産性の

向上を目指す取組 

３ 

修正しないが

今 後 の 参 考

とする 
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No. 意見要旨 考え方 対応内容 

17 

【該当箇所】14Ｐ 

市民サービス・個人情報の保

護、事務改善の観点からスマート 

メータの導入を進めてほしい。 

スマートメータの導入について 

検討していきます。 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 

18 

【該当箇所】21Ｐ、28Ｐ 

和歌山市で水管橋が崩落し、広

範囲で１週間にわたる断水事故が

あったが、適切な維持管理と計画

的な施設や水道管の更新をお願い

したい。  
災害に強く、いつでも安定供給で

きるように、老朽管の更新や耐震

化などの施設整備を計画的に実施

します。 また、ハザードマップによ

り浸水が予想される施設において

浸水対策を実施します。 

２ 

盛り込まれて
おり修正しな
い 

19 

【該当箇所】21Ｐ、28Ｐ 

近年、災害が頻発しており、水道

施設の耐震化について、特に病院

施設や避難所等の重要施設への

水道管の耐震化を最優先で取り組

んで欲しい。また、令和元年東日本

台風のような大規模な水害に対し

ても対策を講じてほしい。 

20 

【該当箇所】29Ｐ 

新型コロナウイルス感染症の影

響を考慮し、水道料金を据え置くと

しているが、４年間の経営戦略期間

中、影響が続いていくのか。将来的

に給水人口が減るため厳しい経営

状況にみえるが、今回の料金据え

置きによって、急激な料金値上げに

ならないようにしてほしい。 

今回の経営戦略における財政シ

ミュレーションにおいては、新型コロ

ナウイルスによる影響は、徐々に

落ち着いていくことを想定しており、

また、料金の改定率については、

急激な値上げとならないよう平準化

を図っております。なお、今回の料

金据え置きによる次回見直しへの

影響は料金改定率にすると約0.6％

程度と試算しており、これは水道料

金に換算すると一般家庭用で１月

当たり約22円になります。 

※13口径で1月に20㎥使用した場合 

２ 

盛り込まれて

おり修正しな

い 

21 

【該当箇所】なし 

平成 30 年 12 月の水道法の改正

後、水道の運営権を企業が持つこ

とができるようになったが、自然災

害発生などで緊急時の供給は自治

体の責任という企業側に都合の良

水道技術を職員が継承し、組織

として技術力を高めていくことを重

視しており、水質等の安全確保や

災害対応という観点から、現在コン

セッションの導入について検討して

おりません。 

 

５ 

その他(質問

へ の 回 答 や

現状説明) 
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い取り決めとされており、外国資本

の参入により運営上のリスクが懸

念され、今までの様な安全性の高

い水の維持と確保が心配される。 

※コンセッションとは・・・ 

ある事業範囲において、事業者が契約などに

よって独占的な営業権を与えられる事業方式 

４ 意見の公表 

お寄せいただいたご意見の計画への反映状況は、氏名などの個人情報を除いて、上下水道

局ホームページなどで公表します。なお、ご意見への個別の回答はしません。 

 


